
 

 

 

 

 

 

２０２３年度 図書係教諭 森田裕之先生 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年度 学校司書 加藤美貴子司書 
 

本校２年目となりました学校司書の加藤です。伊勢高大ベテランの森田先生と一緒にがんばり

ます。どうぞよろしくお願いします。 

森田先生のたくさんの読書量にびっくりしておりますが、私の読書量は、年間１００冊読めた

ら、しっかり読めて良かったなと思うようなところです。（マンガは除く。）１冊を何度も読む人

 図書館通信 ４月号  伊勢高校図書館    

 

図書館担当職員の自己紹介で本紹介！ 

本年４月より、図書係となりました森田裕之です。どうかよろしくお願いいたします。 

子どもの頃、テレビを見せてもらえませんでしたので、ひたすら本を読んでいました。特に

高校の３年間は、「日本史」以外の教科・科目は一切勉強せず、ただひたすら本を読んでいま

した。純文学、歴史小説、推理小説、中央公論社の日本の歴史(全２６巻)など日本史関係の

本、興味のあった天文学、地質学、地理学の本、哲学の本など、数えたことはありませんが、

ひかえめにみても１年間に 300冊以上は図書館で本を借りて読んでいました。今は、読書以

外の趣味も増えたことと、目が悪くなったことなど、昔ほどの勢いはありませんが、まあ、１

週間に１冊は本を読んでいます。 

 さて、今読んでいるのは村上春樹さんの新作『街とその不確かな壁』です。 

そもそも村上春樹さんの作品とは伊勢高の図書館で出会いました。少々ひね 

くれていますので、村上春樹というノーベル文学賞を獲ろうかという作家が 

いると知った時、中々手を出せずにいましたが、伊勢高図書館で見つけた 

『１Q８４』がどうにも気になって、借りて読み、はまってしまいました。 

ということで、その後の作品はすべて読み、更に遡って、ほぼ全作品を読破 

しました。『街とその不確かな壁』については昔書いた短編作品を大幅に加筆 

したものだそうです、特に執筆の大きなモチベーションとなったものは、 

ウクライナでの戦争だそうです。内容について語るのは、これから読もうと 

思っている人たちに申し訳ないので、ただ楽しくパラレルワールドの間を 

行ったりきたりしていますとだけ、申しておきましょう。 

 図書館に席を置くことができましたので、時間ができたら、どんどん本を借りて読みたいと

思っています。皆さんも、忙しいとは思いますが、高校生という時期の読書は、きっと生きて

いく上での「肥やし」となると思います。是非１冊でも多く、図書館で本を借りて読んでくだ

さい。 

 



も、じっくりゆっくり読む人もいますので、冊数はあくまで自分の目安。みなさんも自分のペー

スを見つけてみてはいかがでしょうか。 

 私が今、読もうとしている本は『２７０0０冊ガーデン』大崎梢著です。この小説は、なんと

主人公が県立高校の学校司書なのです。もう読むしかありません。楽しみです。私は購入しまし

たが、伊勢高図書館でも発注中ですので、みなさんも是非手にとってください。 

今、「学校図書館・図書委員が出てくる本」展示をしています。図書館、書店、本にまつわるス

トーリーは大好物です。みんなにも好きになってもらいたい、学校図書館が大好きな司書が運営

している伊勢高図書館です。みなさんの来館を心よりお待ちしております。 

 

 

 

開館時間 8：25～16：55  平日（月～金）開館 ＊土・日・祝日は休館 

始業前、授業間の休み時間、昼休み、放課後いつでも利用できます 
 

＜図書館でできること＞ 

★本を読む…新聞３紙、雑誌 11誌、本は約３万冊を利用できます 

 

★勉強する…自習利用OK（一応、本を読む、本を使って勉強する人が優先です） 

      学習に役立つ参考書類もありますよ。 

 

★調べる… 探究学習のための情報収集から、個人的な趣味の調べ物まで司書が 

お手伝いします。または、お調べします。 

 

★休憩する…いつでも自由にご利用ください。ぼーっとしにくるのも図書館の利用  

      方法の一つです。その際に、本棚をながめてくれたら、司書は嬉しく 

思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       ＊パンダは泣ける本を読んで泣いています。 

 

 

リクエスト 

伊勢高図書館にない本を 

リクエストしよう。 

全力でお応えします。 

予約 

貸出中の本には、 

予約をして、 

順番待ちをしよう。 

レファレンス 

調べもの相談。（情報収集の相談） 

司書に相談すると、本を紹介したり、 

本の使い方・情報の探し方を 

お伝えします。 

貸出の延長もできます。 

貸出 

貸出期間は１週間。 

冊数の制限はありません。 

返却 

図書館カウンター 

または、 

ブックポストへ 

伊勢高校図書館について知ろう！ 

伊勢高校図書館を使おう！ 
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 ＊前年度から続く、「長編シリーズのおすすめ本」紹介です。先月号の原稿は図書館で読めます。 

 

〈経験者向けの加速する物語にページをめくる手が止まらない！〉 

『都会のトム&ソーヤ』シリーズ はやみねかおる 

「安心したまえ、内人くん。ぼくらは、もっとすごいゲームをつくるんだから」 

塾通いに追われる『平凡』な中学二年生、内藤内人。ある日内人は、クラスメイトで財閥の御曹

司、竜王創也が夜の街をふらふらと歩いていくのを見つける。翌日そのことを創也に問い詰める

と、創也は一つの鍵を内人に渡す。ワトソンのキーホルダーがついたそれは、『砦』への鍵だっ

た。なんでも創也は『究極のゲームを作る』という夢を叶えるために、日々砦に入り浸っている

らしい。その夢を共に叶えるために、二人は都会で冒険を繰り広げる――。 

 ハリーポッターと同様にさらさら読めるのですが、いかんせん既刊が多いので経験者向けに。

はやみねかおるは、三重県出身の児童文学を主に手掛ける小説家です。かつて怪盗クイーンや夢

水清志郎によって赤い夢に誘われた人も多いのでは？ はやみねかおる作品の特徴は、すべての

シリーズが世界観を共有していることです。そしてその中心にあるのがこの『都会のトム＆ソー

ヤ』シリーズです。 

 私はぜひ、学生のうちにこのシリーズに触れてもらいたいです。主人公たちは中学生、心も体

も最も大きく育つ時期にあります。そんな彼らが成長する糧となる出来事や言葉は私たちの成長

する糧に直結すると思うのです。また、超個性的な登場人物たちはただの変人ではなく、みなが

それぞれの信条を持っています。このシリーズは様々な生き方を私たちに教えてくれます。 

 軽妙な会話と二人の成長から目が離せない現代の冒険譚はまだまだ未完結、既刊 20巻となっ

ています。また、内人と創也と共に冒険に出かけるゲームブックもおすすめです。 

 

『№6』 あさのあつこ 

「この世は生き残ったやつが勝ちだ。生きてることに負い目なんか感じるな」 

理想都市『№6』の高級住宅街『クロノス』に住む少年、紫苑は 12歳の誕生日に『矯正施設』

から脱走してきた謎の少年、ネズミと出会う。負傷していたネズミを介抱したことが治安局に露

見し、紫苑はクロノスを追われ、準市民の居住地『ロストタウン』に住むことになる。4年後、

紫苑は奇怪な事件の容疑者として連行されるところをネズミに救われる。№6を逃れネズミと暮

らす中で、紫苑は理想都市の裏側にある現実、そしてその秘密を知っていく――。 

 YA!からもう一つ、近未来系 SFを紹介します。ですが、この作品はできるだけまっさらな状

態で読んでいただきたいので、私から多くは語りません。『バッテリー』で知られるあさのあつこ

の、男の絆を描いたもう一つの作品です。この二人を友情などというありきたりな言葉で表すの

もなんだか気が引けますが。 

SF は世界観が難しくて手を出しにくいという方がいらっしゃいます。実は私も SFが苦手なの

ですが、そんな私でも夢中で読んでしまいました。もし私の友だちが SFを読みたいと言った

ら、私は間違いなくこの作品を勧めます。そしてこの作品が気に入ったら、ぜひ『アンドロイド

は電気羊の夢を見るか？』や『1984年』にも手を出してみてください。シリーズをご所望なら

『Walkalone』シリーズがぴったりでしょう。あなたの新しい読書生活を切り拓くディストピア

は全 10巻で完結済みです。 

                           （さらに次号に続きます） 

図書委員のコーナー  
図書委員が本や図書館に関することを語ります。 



 

 

 

＜開館・休館等の連絡＞ 

 「ストリーム」で、週の開館・休館の予定を送信します。急な閉館や開館時間の

変更などの連絡もできる限りこちらで送りますので、確認ください。 

 

 

＜新着図書案内など＞ 

 「ストリーム」で、図書館に新しく入った本の情報を送信しま 

す。また、おすすめの本などの情報も送りますので、読み物と 

して楽しみください。 

 

 

＜蔵書検索＞ 

 「授業」にトピック「伊勢高校図書館の本を探す」があり、蔵書検 

索サイトにリンクしています。伊勢高校図書館の蔵書検索ができ、 

予約申込みも可能です。 

 

 

＜予約・リクエスト申込みフォーム＞ 

 「授業」にトピック「伊勢高校図書館の本を予約・リクエストする」があり、予 

約・リクエスト申込みフォームにリンクしています。必要事項を記入し、送信す 

ることで、予約・リクエストの申込みが出来ます。 

 

 

＜司書からのメール連絡＞ 

 予約・リクエストフォームからの申込みに対して、詳細確認が必 

要な場合など、司書から個別にメールで連絡する場合がありま 

す。「Ｇｍａｉｌ」を確認ください。 

生徒のみなさんからのメールでの問い合わせは受付けておりません。ご注意くだ 

さい。＊何か問い合わせがある場合は、直接図書館まで来館ください。 

 

 

＜図書館利用者アンケート＞ 

 図書館からみなさんへ、アンケートへの回答をお願いする

ことがあります。現時点で、６月頃に新規購入マンガの希望

についてアンケートを実施する予定です。「ストリーム」で連

絡しますので、ご協力をよろしくお願いします。 

図書館クラスルームについて 


